
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 児童保健委員会より 
５月２４日から、毎週火曜日に「えいせい検査」を行います。 

① つめがのびていいる人 

② 朝ごはんを食べてこなかった人 

③ 睡眠不足な人 

（１～３年生 ９時前に寝る）（４～６年 １０時前に寝る） 

④ ハンカチを忘れた人 

⑤ 歯ブラシを忘れた人 

この５つの項目をチェックします。 

全校パーフェクトをめざしましょう！ 

月 日 項 目 対 象 

２日（月） 心臓検診予備日 該当者 

１１日（水） 尿検査予備日 該当者 

１１日（水） 歯科健診 １～３年 前回欠席者 

１３日（金） 眼科検診 全学年 

１８日（水） 心臓検診二次 該当者 

１９日（木） 内科検診 ４～６年 前回欠席者 
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気温が高くなり始め、熱中症にも心配りが必要な季節となりました。 

五月病と言われるように、新しい環境から心身の疲れが出やすい月の

ようです。 

最近「相談力」という言葉を目にしました。 

体力（免疫力）の低下を防ぐことも大切ですが、心の元気も大切です。 

心配なことは、周りの人に話して心はいつも五月晴れにしましょう。 

 

コロナ禍のため、大きな声であい

さつはできませんが校医の先生方

には大変お世話になっています。

廊下で待つ態度や受診する態度

で感謝の気持ちを表しましょう。 



「新しい生活様式」における熱中症予防 

         環境省・厚生労働省より… 

 
 

◎日本の熱中症の特徴として 
 

 乳幼児は別として、５～７０歳までは男性の死亡率が何倍も 

高いそうです。 

学校でも、男子の暑さからくる不調の訴えが多い印象です。 

１０～20歳くらいまでは運動中、その後は労働中が危険と 

言われているようです。 

75歳くらいをさかえに、女性の死亡率が高くなります。 

（室内の温度に関係するのでしょうか？） 

 

 

  ◎コロナも心配ですが、熱中症予防にも気をつけましょう！ 
 

  距離を確保し、会話をひかえマスクをはずして休憩する。 

○エアコンを上手に使う。換気に注意する。 

○健康観察をしっかりする。（睡眠不足は非常に危険） 

○涼しい服装を心がけ、日傘や帽子を活用する。（久しぶりの暑さに注意） 

○のどが渇く前、活動の前後に水分補給をする。（食事以外に 1.2リットル） 

○汗を多くかいたら塩分も補給する。 

○体が暑さに慣れるように運動する。（毎日 30分） 

 

★ ★ まめちしき ★ ★ 

＊コーヒー 紅茶は利尿作用があり、スポーツドリンクは高カロリーです。 

＊30度を超えると皮膚から熱を気化しづらいため、室温は、31度以下。 

＊肥満の人はかかりやすい。一度かかると再発しやすい。土曜日が多い。 

＊運動後に牛乳を飲むと血液量が増え、発汗能力が上がる。 

＊お風呂に入り、毛穴の通りを良くする。 

＊おすすめ食材 1位豚肉 2位納豆 3位モロヘイヤ 4位枝豆 5位梅干し 

 

 

子どもとお年寄りは、症状に気づきにくく重症になりやすいようです。 

十分な目配り声かけを心がけ家族や友だちを守っていきましょう。 



 

  

 

 

 


